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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 
平成26年度

第３四半期連結
累計期間

平成27年度
第３四半期連結

累計期間
平成26年度

 

(自　平成26年
      4月1日
 至　平成26年
    12月31日)

(自　平成27年
      4月1日
 至　平成27年
    12月31日)

(自　平成26年
      4月1日
 至　平成27年
     3月31日)

経常収益 百万円 101,709 90,836 130,035

経常利益 百万円 54,472 43,138 59,671

親会社株主に帰属する四半期純利益 百万円 34,222 35,102 ――

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 ―― ―― 43,689

四半期包括利益 百万円 68,060 11,656 ――

包括利益 百万円 ―― ―― 90,295

純資産額 百万円 550,212 399,828 567,414

総資産額 百万円 5,102,256 4,715,652 4,924,472

１株当たり四半期純利益金額 円 28.39 30.09 ――

１株当たり当期純利益金額 円 ―― ―― 36.19

潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額
円 21.75 27.03 ――

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

金額
円 ―― ―― 27.77

自己資本比率 ％ 10.8 8.5 11.5

 

 

平成26年度
第３四半期連結

会計期間

平成27年度
第３四半期連結

会計期間

(自　平成26年
10月1日

至　平成26年
12月31日)

(自　平成27年
10月1日

至　平成27年
12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 円 8.74 9.26

　（注）１．当行及び国内連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

       ２．第３四半期連結累計期間に係る１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４　経理の状況」中、「１　四半期

連結財務諸表」の「１株当たり情報」に記載しております。

       ３．自己資本比率は、（（四半期）期末純資産の部合計－（四半期）期末新株予約権－（四半期）期末非支配株

主持分）を（四半期）期末資産の部の合計で除して算出しております。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当行及び当行の関係会社が営む事業の内容については、重要な変更はあり

ません。なお、主要な関係会社の異動は以下の通りであります。

（銀行業）

　金銭債権取得業務を営むAZB Funding６（住所：英国領ケイマン諸島）を７月、AZB Funding７（住所：英国領ケ

イマン諸島）を11月に、また金融業を営むAozora Europe Limited（住所：英国ロンドン市）を12月に設立し、いず

れも連結子会社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前連結会計年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当第３四半期連結累計期間の財政状態、経営成績の分析は、以下のとおりであります。

　なお、以下の記載における将来に関する事項は、四半期報告書提出日現在において当行グループ（当行及び連結

子会社）が判断したものであり、今後様々な要因によって変化する可能性があります。

　また、以下の記載における財務数値の記載金額は、億円単位未満を四捨五入して表示しております。

 

（１）業績の状況

①　概況

　当第３四半期連結累計期間における内外の経済環境は、国内では輸出や生産の一部に新興国経済減速の影響が見

られますが、概ね緩やかな景気回復が続きました。物価面では消費者物価指数（除く生鮮食品）が前年比横ばいで

推移しました。金融政策については、12月に日銀による量的・質的金融緩和の補完措置が発表され、設備・人材投

資に積極的に取り組む企業に対するサポート等の、諸措置が導入されました。海外では、夏以降グローバルマー

ケットにおける不透明感が強まる中、米国では、12月にFRB（米連邦準備制度理事会）が９年半振りとなる利上げを

実施しました。一方、欧州では消費者物価が低水準で推移し、ECB（欧州中央銀行）が12月に追加緩和を実施しまし

た。

　金融市場を概観すると、国内では短期金利は低水準で推移し、長期金利（10年国債金利）は概ね0.3～0.5％のレ

ンジ内での推移となりました。日経平均株価は一時２万円台を回復しましたが、第３四半期末は19,000円近辺で終

了しております。

　米国では長期金利(10年米国債金利)は2.2％台、株式市場（ダウ工業株30種平均）は17,000ドル台で第3四半期末

を迎えています。欧州では、第３四半期末の長期金利（10年独国債金利）が0.6％台で終了しました。

　こうした金融経済環境のもと、当第３四半期連結累計期間の業績は以下のとおりとなりました。

　当第３四半期連結累計期間の連結粗利益は689億円（前年同期比９億円、1.3％減）、連結実質業務純益は386億円

（同27億円、6.5％減）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は351億円（同９億円、2.6％増）となり

ました。

　連結粗利益のうち、資金利益は前年同期比７億円（1.9％）増の388億円となりました。当第３四半期連結累計期

間は、米ドル調達コストの上昇傾向が見られ、資金調達利回りが２bps上昇する一方、規律あるバランスシート運営

を継続し、資金運用利回りが前年同期比12bps上昇したことから、資金粗利鞘は前年同期比10bps拡大し1.33％と

なっております。

　非資金利益は301億円（前年同期比16億円、5.2％減）となりました。役務取引等利益が86億円（同18億円、

17.4％減）、特定取引利益は75億円（同８億円、9.6％減）となりました。国債等債券損益は60億円の利益（前年同

期は40億円の利益）、国債等債券損益を除くその他業務利益は79億円（前年同期比10億円、11.4％減）となってお

ります。

　経費は303億円（前年同期比18億円、6.2％増）となりました。引き続き効率的な運営に努めており、OHRは44.0％

となっております。

　以上の結果、連結実質業務純益は386億円（前年同期比27億円、6.5％減）となりました。

　与信関連費用は、償却債権取立益を計上したこと等により19億円の利益となりました。

　経常利益は431億円（前年同期比113億円、20.8％減）となりました。特別損益は△０億円、税金等調整前四半期

純利益は431億円（前年同期比56億円、11.5％減）となっております。

　法人税等（法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額の合計）は、80億円の費用となりました。

　以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比９億円（2.6％）増の351億円となりました。ま

た、１株当たり四半期純利益は30円09銭（前年同期は28円39銭）となっております。
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　なお、前年同期は、与信関連費用が119億円の利益であったこと、為替換算調整勘定の含み損の実現により57億円

の特別損失を計上していたこと等により、当第３四半期連結累計期間は経常利益ベースでは前年同期比減少、親会

社株主に帰属する四半期純利益ベースでは前年同期比増加となっています。
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損益の状況（連結）

 

 
平成26年12月期 平成27年12月期  比較

 （億円）  （億円）  （億円）

連結粗利益 698 689 △9

  資金利益 380 388 7

  役務取引等利益 104 86 △18

  特定取引利益 83 75 △8

  その他業務利益    130    139 10

経費   △285   △303 △18

連結実質業務純益 412 386 △27

与信関連費用 119 19 △101

  貸出金償却 △3 △1 1

  個別貸倒引当金純繰入額 80 △5 △85

  一般貸倒引当金純繰入額 △31 △7 24

  特定海外債権引当勘定純繰入額 － － －

  その他の債権売却損等 26 △1 △27

  償却債権取立益 49 34 △15

  オフバランス取引信用リスク引当金純繰入額 △2 △2 0

株式等関係損益 10 12 1

持分法による投資損益 － － －

その他 3 15 13

経常利益 545 431 △113

特別損益  △57  △0 57

税金等調整前四半期純利益 487 431 △56

法人税、住民税及び事業税 △23 △13 10

法人税等調整額   △122   △67 55

四半期純利益 343 351 8

非支配株主に帰属する四半期純利益 △1 △0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益  342 351 9

 

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋

（特定取引収益－特定取引費用）＋（その他業務収益－その他業務費用）

２．連結実質業務純益＝連結粗利益－経費

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「少数株主利益」を「非支配株主に帰属する四半期純利益」としております。

４. 科目にかかわらず収益・利益はプラス表示、費用・損失はマイナス表示しております。
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（公的資金完済後の財務目標）

　当行は、平成27年５月15日に公的資金完済後の当行の中期的な方向性を示すことを目的として、「公的資金早期一

括返済ならびに今後のビジネスモデル・中期目標等について」を公表し、公的資金完済後の財務目標等を以下のとお

り策定し公表しております。

　収益水準

ビジネスモデルの推進により、持続的なトップライン業務粗利益の成長を図るとともに、税負担が通常の水準とな

る平成29年度以降においても、当期純利益（*）は400億円以上の水準を安定的に達成することを目指します。

（参考）

収益目標
平成29年度  平成27年度第３四半期

（中期目標）  （実績）

業務粗利益 1,000億円強  689億円

当期純利益（*） 最低400億円  351億円

（*）企業結合に関する会計基準の改正等により、平成27年３月期以前における（少数株主損益調整後

の）「当期純利益」は、平成28年３月期以降、「親会社株主に帰属する当期純利益」に名称変更

されておりますが、本項目においては、「親会社株主に帰属する当期純利益」を「当期純利益」

と記載しております。

 

　主要業績評価指標（Key Performance Indicators：KPI）目標

公的資金完済後においても、当行の強みである効率性を維持しつつ、安定的・持続的な成長を実現するため、以下

の業績評価指標（KPI）目標を設定し、引き続き規律ある経営を行ってまいります。ROEにつきましては中期的には

９％以上を目標としておりますが、長期的には10％を目指したいと考えております。

（参考）

主要業績評価指標
平成27年度～平成29年度  平成27年度第３四半期

（中期目標）  （実績）

資金粗利鞘 1.20%  1.33%

非資金利益率 40～50％  44%

経費率（OHR） 45％以下  44.0%

与信コスト比率 0.10％～0.20％  -（*1）

ROE 9％以上  9.6%（*2）

ROA 0.8%  1.0%（*2）

（*1）与信関連費用は利益となった為記載しておりません。

（*2）年換算ベース
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②　経営成績の分析

 イ．連結粗利益

 ・資金利益

　資金利益は前年同期比７億円（1.9％）増の388億円となりました。資金調達費用は前年同期比９億円増加したも

のの、資金運用収益が前年同期比17億円の増加となっております。リスク・リターンを重視した貸出運営の継続等

により、貸出金利回りが前年同期比改善するとともに、資産効率・リスク分散を重視したポートフォリオ運営によ

り、有価証券利回りも上昇したことから、資金運用利回りは前年同期比12bpsの上昇となりました。一方、当第３

四半期連結累計期間は、米ドル調達コストの上昇傾向が見られ、資金調達利回りが２bps上昇した結果、資金粗利

鞘は前年同期比10bps拡大し1.33％となっております。

資金利益（連結）

 
平成26年12月期

（億円）
平成27年12月期

（億円）
比較

（億円）

資金利益 380 388 7

資金運用収益 482 498 17

貸出金利息 319 326 7

有価証券利息配当金 139 157 18

その他受入利息 19 12 △7

スワップ受入利息 4 2 △2

資金調達費用 △101 △111 △9

預金・譲渡性預金利息 △72 △63 9

債券利息 △4 △5 △0

借用金利息 △6 △7 △1

その他支払利息 △8 △10 △2

スワップ支払利息 △12 △26 △14

 

資金利鞘（連結）

 
平成26年12月期

（％）
平成27年12月期

（％）
比較
（％）

資金運用利回り 1.57 1.69 0.12

貸出金利回り 1.60 1.61 0.01

有価証券利回り 1.48 2.04 0.56

資金調達利回り 0.34 0.36 0.02

資金粗利鞘 1.23 1.33 0.10
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・役務取引等利益

　役務取引等利益は、貸出関連の手数料が前年同期比で減少したこと等から、86億円（前年同期比18億円、17.4％

減）となりました。

役務取引等利益（連結）

 
平成26年12月期

（億円）
平成27年12月期

（億円）
比較

（億円）

役務取引等利益 104 86 △18

役務取引等収益 112 94 △18

貸出業務等 53 37 △17

証券業務・代理業務 50 44 △6

その他の受入手数料 8 13 5

役務取引等費用 △7 △7 0

 

[ご参考]リテール関連利益

　個人のお客さまへの投信・保険・仕組債等の販売に係る利益は、グローバルマーケットにおける不透明感が強ま

る中、前年同期比微増の54億円を計上しております。引き続き、お客さまのニーズに合った商品ラインナップの拡

充、コンサルティング力の強化に努めてまいります。

投信・年金・仕組債等の販売に係る利益 53 54 0

　（注）仕組債の販売に係る利益は、特定取引利益として計上されております。

 

・特定取引利益

　特定取引利益は75億円（前年同期比８億円、9.6％減）となりました。法人のお客さまの運用や調達のニーズを

捉えたデリバティブ関連商品の販売に係る利益につきましては、引き続き堅調に推移しております。

 

特定取引利益（連結）

 
平成26年12月期

（億円）
平成27年12月期

（億円）
比較

（億円）

特定取引利益 83 75 △8

特定金融派生商品利益 69 58 △11

その他 14 17 3

 

・国債等債券損益

　国債等債券損益は、外国国債やJ-REIT等の売却益が寄与したことから、60億円の利益（前年同期は40億円の利

益）となりました。

 

国債等債券損益（連結）

 
平成26年12月期

（億円）
平成27年12月期

（億円）
比較

（億円）

国債等債券損益 40 60 20

日本国債 20 7 △13

外国国債及びモーゲージ債 5 30 25

その他 15 23 8

ヘッジファンド 6 7 1

その他（J-REIT、外貨ETF等） 9 15 7
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・国債等債券損益を除くその他業務利益

　国債等債券損益を除くその他業務利益は79億円（前年同期比10億円、11.4％減）となりました。うち組合出資損

益は、不良債権関連の組合損益等が好調であったこと等から、67億円の利益となっております。

 

国債等債券損益を除くその他業務利益（連結）

 
平成26年12月期

（億円）
平成27年12月期

（億円）
比較

（億円）

その他業務利益 90 79 △10

外国為替売買損益 10 △25 △35

金融派生商品損益 0 △1 △1

組合出資損益 49 67 18

不動産関連 9 9 △0

不良債権関連 25 35 9

その他(バイアウト他) 14 23 9

不良債権関連損益（あおぞら債権回収） 9 6 △3

その他 22 33 11

 

ロ．経費

　経費はリテール業務等の注力分野における人員増、およびシステム・店舗関連の支出等により前年同期比18億円

（6.2％）増の303億円となりました。引き続き効率的な業務運営を実施しており、OHRは44.0％となっておりま

す。

 

経費（連結）

 
平成26年12月期

（億円）
平成27年12月期

（億円）
比較

（億円）

経費 △285 △303 △18

人件費 △148 △153 △5

物件費 △120 △132 △11

税金 △16 △18 △2

 

ハ．与信関連費用

　与信関連費用は償却債権取立益を計上したこと等により、19億円の利益（前年同期は119億円の利益）となりま

した。なお、第３四半期（10-12月期）の与信関連費用は０億円でした。引き続き、将来の貸倒れリスクに備えた

保守的な引当等の措置を実施しており、貸出金全体に対する貸倒引当金の比率は2.48％と高い水準を維持しており

ます。

 

与信関連費用（連結）

 
平成26年12月期

（億円）
平成27年12月期

（億円）
比較

（億円）

与信関連費用 119 19 △101

貸出金償却 △3 △1 1

貸倒引当金純繰入額 49 △12 △61

個別貸倒引当金純繰入額 80 △5 △85

一般貸倒引当金等純繰入額 △31 △7 24

その他の債権売却損等 26 △1 △27

償却債権取立益 49 34 △15

オフバランス取引信用リスク引当金純繰入額 △2 △2 0
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ニ．法人税等

　法人税等は80億円の費用（前年同期は144億円の費用）となりました。税金等調整前四半期純利益に占める法人

税等の割合は18.6％となっております。将来予測の不確実性を勘案し、将来課税所得ならびにスケジューリング可

能額の見積もり等については、引き続き保守的な算定を行っております。

 

法人税等（連結）

 
平成26年12月期

（億円）
平成27年12月期

（億円）
比較

（億円）

法人税等 △144 △80 64

 

ホ．セグメント利益（損失）

　当行グループは、業務別にビジネスグループを設置しており、「個人営業グループ」「法人営業グループ」「ス

ペシャライズドバンキンググループ」「ファイナンシャルマーケッツグループ」の４つのビジネスグループを報告

セグメントとしております。

　当第３四半期連結累計期間における報告セグメント毎のセグメント利益（連結粗利益－経費で算出）は、「個人

営業グループ」が28億円の利益（前年同期は52億円の利益）、「法人営業グループ」が76億円の利益（同63億円の

利益）、「スペシャライズドバンキンググループ」が158億円の利益（同170億円の利益）、「ファイナンシャル

マーケッツグループ」が130億円の利益（同124億円の利益）となりました。
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③　財政状態の分析

　当四半期末の連結総資産は４兆7,157億円（平成27年３月末比2,088億円、4.2％減）となりました。貸出金は３

月末比1,758億円（6.3％）減の２兆6,000億円となりました。（９月末比では104億円の減少。）適切なリスク・リ

ターンを重視した運営を継続する中、国内向け貸出が３月末比2,479億円減少する一方、海外向け貸出は721億円増

加しております。有価証券は675億円（6.9％）増の１兆516億円となっております。

　負債合計は４兆3,158億円（３月末比412億円、0.9％減）となりました。預金・譲渡性預金が合計で３月末比281

億円増加しております。個人のお客さまからの調達は２兆194億円となり、コア調達（預金ならびに譲渡性預金、

債券・社債の合計）に占める割合は約６割と安定した水準を維持しております。

　純資産は、公的資金の早期一括返済の実施等により、３月末比1,676億円（29.5％）減の3,998億円となりまし

た。また、１株当たり純資産額は341円96銭（３月末336円83銭）となっております。

 

主要勘定残高（連結）

 
平成27年３月末

（億円）
平成27年12月末

（億円）
比較

（億円）

資産の部 49,245 47,157 △2,088

貸出金 27,758 26,000 △1,758

有価証券 9,841 10,516 675

現金預け金 5,505 5,745 240

その他 6,141 4,895 △1,246

負債の部 43,571 43,158 △412

預金 26,981 27,177 196

譲渡性預金 2,867 2,951 85

債券・社債 2,461 2,527 66

借用金 1,872 2,057 185

その他 9,390 8,445 △945

純資産の部 5,674 3,998 △1,676

資本金 1,000 1,000 －

資本剰余金 2,897 873 △2,024

利益剰余金 2,350 1,972 △378

自己株式 △993 △34 959

その他の包括利益累計額合計 412 177 △235

その他 8 10 1

負債及び純資産の部 49,245 47,157 △2,088

 

イ. 調達（預金及び債券残高）

　コア調達（預金ならびに譲渡性預金、債券・社債の合計）は平成27年３月末比348億円（1.1％）増加し、３兆

2,656億円となりました。個人のお客さまからの調達がコア調達に占める割合につきましては約６割と安定した水

準を維持しております。

 

　また、当四半期末の手元流動性は6,171億円となり、公的資金完済後も引き続き潤沢な流動性を維持しておりま

す。
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 調達（預金及び債券・社債残高）（連結）

 
平成27年３月末

（億円）
平成27年12月末

（億円）
比較

（億円）

コア調達計 32,309 32,656 348

 

商品別調達内訳

 
平成27年３月末

（億円）
平成27年12月末

（億円）
比較

（億円）

預金・譲渡性預金 29,847 30,129 281

債券・社債 2,461 2,527 66

 

顧客層別調達内訳

 
平成27年３月末

（億円）
平成27年12月末

（億円）
比較

（億円）

個人 20,597 20,194 △403

事業法人 6,135 6,370 235

金融法人 5,576 6,092 516

（注）事業法人には公共法人を含みます

 

ロ．貸出金

　貸出金は平成27年３月末比1,758億円（6.3％）減の２兆6,000億円となりました。（９月末比では104億円の減

少。）

　適切なリスク・リターンを重視した運営を継続するとともに、主に上期において低利鞘貸出の取組みを抑制した

結果、国内向け貸出については、３月末比2,479億円の減少となりました。なお、９月末比では316億円の減少と

なっております。

　一方、海外向け貸出については、リスク・リターンの良好な北米向けコーポレートローンや不動産ノンリコース

ローンを中心に選択的に積み上げた結果、３月末比721億円増加しております。

 

貸出金（連結）

 
平成27年３月末

（億円）
平成27年12月末

（億円）
比較

（億円）

貸出金 27,758 26,000 △1,758

国内向け貸出 20,197 17,719 △2,479

海外向け貸出 7,561 8,282 721

 

ハ．有価証券

　有価証券は平成27年３月末比675億円（6.9％）増加し１兆516億円となりました。当第３四半期連結累計期間は

外貨建てETF、投資信託等を増加させる一方、日本国債を減少させております。資産効率を重視し、リスク分散が

効いた投資ポートフォリオの構築により、利息収入の確保を図っており、当第３四半期連結累計期間においては有

価証券利息配当金を157億円計上しております。

 

　グローバルマーケットにおける不透明感が強まる中、ポートフォリオの相関・リスク分散を意識した運営を行っ

ており、当第３四半期連結累計期間中、評価益は減少したものの引き続き12月末187億円の水準を維持しておりま

す。
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有価証券（連結）

 連結貸借対照表計上額 評価損益

 
 

平成27年３月末
（億円）

平成27年12月末
（億円）

比較
（億円）

平成27年３月末
（億円）

平成27年12月末
（億円）

比較
（億円）

国債 1,940 1,252 △688 9 △0 △10

地方債 185 176 △9 1 2 0

社債 393 343 △50 0 2 2

株式 418 431 13 263 250 △13

外国債券 3,704 3,897 192 36 △65 △101

その他 3,200 4,417 1,216 201 △1 △203

　ヘッジファンド 72 44 △28 24 14 △11

　ETF 1,444 2,202 757 111 △45 △155

　組合・LP出資 675 697 22 6 8 3

　REIT 482 570 88 59 29 △29

　投資信託 324 707 382 △2 △11 △9

　その他 204 197 △6 4 3 △1

有価証券計 9,841 10,516 675 511 187 △324
 

 

ニ．金融再生法開示債権

　金融再生法開示債権は、危険債権・要管理債権の回収等により平成27年３月末比155億円（40.5％）減の227億円

となりました。開示債権比率は0.85％と引き続き低下しております。開示債権の保全率は82.1％となっておりま

す。

　また、貸出金全体に対する貸倒引当金の比率は2.48％（連結ベース）と高い水準を維持しております。

 

金融再生法開示債権（単体）

 
平成27年３月末

（億円）
平成27年12月末

（億円）
比較

（億円）

　　破産更生債権等 3 1 △2

　　危険債権 262 187 △75

　　要管理債権 118 39 △78

開示債権合計 382 227 △155

正常債権 27,871 26,228 △1,643

総与信計 28,253 26,455 △1,797

開示債権比率（％） 1.35% 0.85% △0.50%

 

（２）対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した当行が対処すべき課題に重要

な変更はありません。
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（参考）

 

（１）国内・海外別収支

 

　当第３四半期連結累計期間は、「国内」においては、資金運用収支は373億61百万円、役務取引等収支は88億

76百万円、特定取引収支は75億31百万円、その他業務収支は138億33百万円となりました。

　「海外」においては、資金運用収支は14億27百万円、役務取引等収支は△１億67百万円、その他業務収支は△

10百万円となりました。

　この結果、相殺消去後の合計は、資金運用収支は387億72百万円、役務取引等収支は86億21百万円、特定取引

収支は75億31百万円、その他業務収支は139億38百万円となりました。

 

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

資金運用収支
前第３四半期連結累計期間 37,096 952 14 38,034

当第３四半期連結累計期間 37,361 1,427 16 38,772

うち資金運用収益
前第３四半期連結累計期間 47,234 6,327 5,392 48,169

当第３四半期連結累計期間 48,420 9,154 7,744 49,830

うち資金調達費用
前第３四半期連結累計期間 10,137 5,375 5,377 10,135

当第３四半期連結累計期間 11,059 7,726 7,728 11,058

役務取引等収支
前第３四半期連結累計期間 10,532 △4 93 10,435

当第３四半期連結累計期間 8,876 △167 87 8,621

うち役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 12,079 462 1,365 11,176

当第３四半期連結累計期間 10,967 461 2,075 9,354

うち役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 1,546 466 1,272 741

当第３四半期連結累計期間 2,090 629 1,987 732

特定取引収支
前第３四半期連結累計期間 8,327 － － 8,327

当第３四半期連結累計期間 7,531 － － 7,531

うち特定取引収益
前第３四半期連結累計期間 8,327 － － 8,327

当第３四半期連結累計期間 7,773 － － 7,773

うち特定取引費用
前第３四半期連結累計期間 － － － －

当第３四半期連結累計期間 241 － － 241

その他業務収支
前第３四半期連結累計期間 10,999 1,355 △612 12,968

当第３四半期連結累計期間 13,833 △10 △114 13,938

うちその他業務収益
前第３四半期連結累計期間 18,869 2,587 2,332 19,124

当第３四半期連結累計期間 20,150 35 1,886 18,300

うちその他業務費用
前第３四半期連結累計期間 7,869 1,231 2,945 6,156

当第３四半期連結累計期間 6,316 45 2,000 4,362
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　（注）１．「国内」とは、当行（海外店を除く）及び国内に本店を有する（連結）子会社（以下「国内（連結）子会

社」という。）であります。

２．「海外」とは、当行の海外店及び海外に本店を有する（連結）子会社（以下「海外（連結）子会社」とい

う。）であります。

３．「相殺消去額（△）」には、収益・費用の相殺消去額及びその他の連結調整による増減額を含んでおりま

す。
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（２）国内・海外別資金運用／調達の状況

 

　当第３四半期連結累計期間は、「国内」においては、資金運用勘定平均残高は３兆9,604億円、利息は484億円、

利回りは1.62％となり、資金調達勘定平均残高は４兆31億円、利息は110億円、利回りは0.36％となりました。

　「海外」においては、資金運用勘定平均残高は5,309億円、利息は92億円、利回りは2.28％となり、資金調達勘

定平均残高は4,151億円、利息は77億円、利回りは2.47％となりました。

　この結果、相殺消去後の合計は、資金運用勘定平均残高は３兆9,063億円、利息は498億円、利回りは1.69％とな

り、資金調達勘定平均残高は３兆9,890億円、利息は110億円、利回りは0.36％となりました。

 

①　国　内

 

種類 期別
平均残高 利息 利回り

金額（百万円） 金額（百万円） （％）

資金運用勘定
前第３四半期連結累計期間 4,112,649 47,234 1.52

当第３四半期連結累計期間 3,960,427 48,420 1.62

うち預け金
前第３四半期連結累計期間 41,506 42 0.13

当第３四半期連結累計期間 49,128 75 0.20

うちコールローン

及び買入手形

前第３四半期連結累計期間 21,579 24 0.14

当第３四半期連結累計期間 20,347 20 0.13

うち債券貸借取引

支払保証金

前第３四半期連結累計期間 40,245 8 0.02

当第３四半期連結累計期間 21,438 5 0.03

うち有価証券
前第３四半期連結累計期間 1,296,429 13,871 1.42

当第３四半期連結累計期間 1,076,851 15,677 1.93

うち貸出金
前第３四半期連結累計期間 2,653,570 31,032 1.55

当第３四半期連結累計期間 2,694,988 31,301 1.54

資金調達勘定
前第３四半期連結累計期間 3,929,062 10,129 0.34

当第３四半期連結累計期間 4,003,119 11,048 0.36

うち預金
前第３四半期連結累計期間 2,742,049 6,941 0.33

当第３四半期連結累計期間 2,768,713 6,062 0.29

うち譲渡性預金
前第３四半期連結累計期間 263,095 225 0.11

当第３四半期連結累計期間 316,156 247 0.10

うち債券
前第３四半期連結累計期間 210,383 417 0.26

当第３四半期連結累計期間 244,801 460 0.24

うちコールマネー

及び売渡手形

前第３四半期連結累計期間 174,452 300 0.22

当第３四半期連結累計期間 169,442 358 0.28

うち売現先勘定
前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 － － －

うち債券貸借取引

受入担保金

前第３四半期連結累計期間 329,957 447 0.18

当第３四半期連結累計期間 286,387 607 0.28

うち借用金
前第３四半期連結累計期間 186,643 553 0.39

当第３四半期連結累計期間 192,827 664 0.45

うち社債
前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 5,218 8 0.21

（注）１．平均残高は、原則として日々の残高の平均に基づいて算出しておりますが、銀行業以外の国内（連結）子

会社については、四半期毎の残高に基づく平均残高を利用しております。

２．「国内」とは、当行（海外店を除く）及び国内（連結）子会社であります。

３．資金運用勘定は無利息預け金の平均残高を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高及び利息を

控除しております。
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②　海　外

 

種類 期別
平均残高 利息 利回り

金額（百万円） 金額（百万円） （％）

資金運用勘定
前第３四半期連結累計期間 411,364 6,327 2.04

当第３四半期連結累計期間 530,937 9,154 2.28

うち預け金
前第３四半期連結累計期間 13,037 0 0.00

当第３四半期連結累計期間 18,955 0 0.00

うちコールローン

及び買入手形

前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 － － －

うち債券貸借取引

支払保証金

前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 － － －

うち有価証券
前第３四半期連結累計期間 109,877 73 0.08

当第３四半期連結累計期間 109,817 80 0.09

うち貸出金
前第３四半期連結累計期間 288,449 6,253 2.87

当第３四半期連結累計期間 402,164 9,073 2.99

資金調達勘定
前第３四半期連結累計期間 306,989 5,375 2.32

当第３四半期連結累計期間 415,126 7,726 2.47

うち預金
前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 － － －

うち譲渡性預金
前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 － － －

うち債券
前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 － － －

うちコールマネー

及び売渡手形

前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 － － －

うち売現先勘定
前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 － － －

うち債券貸借取引

受入担保金

前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 － － －

うち借用金
前第３四半期連結累計期間 306,989 5,375 2.32

当第３四半期連結累計期間 415,126 7,726 2.47

うち社債
前第３四半期連結累計期間 － － －

当第３四半期連結累計期間 － － －

（注）１．平均残高は、原則として日々の残高の平均に基づいて算出しておりますが、海外（連結）子会社について

は、四半期毎の残高に基づく平均残高を利用しております。

２．「海外」とは、当行の海外店及び海外（連結）子会社であります。

３．資金運用勘定は無利息預け金の平均残高を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高及び利息を

控除しております。
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③　合　計

 

種類 期別

平均残高（百万円） 利息（百万円）

利回り
（％）小計

相殺消去額
(△)

合計 小計
相殺消去額

(△)
合計

資金運用勘定
前第３四半期連結累計期間 4,524,014 460,050 4,063,963 53,561 5,392 48,169 1.57

当第３四半期連結累計期間 4,491,364 585,073 3,906,291 57,575 7,744 49,830 1.69

うち預け金
前第３四半期連結累計期間 54,544 5,173 49,371 43 0 43 0.11

当第３四半期連結累計期間 68,083 6,035 62,048 76 0 75 0.16

うちコールローン

及び買入手形

前第３四半期連結累計期間 21,579 － 21,579 24 － 24 0.14

当第３四半期連結累計期間 20,347 － 20,347 20 － 20 0.13

うち債券貸借取引

支払保証金

前第３四半期連結累計期間 40,245 － 40,245 8 － 8 0.02

当第３四半期連結累計期間 21,438 － 21,438 5 － 5 0.03

うち有価証券
前第３四半期連結累計期間 1,406,307 157,500 1,248,807 13,944 14 13,930 1.48

当第３四半期連結累計期間 1,186,669 164,348 1,022,320 15,758 16 15,741 2.04

うち貸出金
前第３四半期連結累計期間 2,942,019 297,377 2,644,642 37,285 5,376 31,908 1.60

当第３四半期連結累計期間 3,097,153 414,689 2,682,463 40,375 7,727 32,647 1.61

資金調達勘定
前第３四半期連結累計期間 4,236,051 318,418 3,917,633 15,504 5,377 10,127 0.34

当第３四半期連結累計期間 4,418,245 429,210 3,989,034 18,775 7,728 11,047 0.36

うち預金
前第３四半期連結累計期間 2,742,049 11,104 2,730,945 6,941 0 6,940 0.33

当第３四半期連結累計期間 2,768,713 13,709 2,755,004 6,062 0 6,061 0.29

うち譲渡性預金
前第３四半期連結累計期間 263,095 － 263,095 225 － 225 0.11

当第３四半期連結累計期間 316,156 － 316,156 247 － 247 0.10

うち債券
前第３四半期連結累計期間 210,383 － 210,383 417 － 417 0.26

当第３四半期連結累計期間 244,801 － 244,801 460 － 460 0.24

うちコールマネー

及び売渡手形

前第３四半期連結累計期間 174,452 － 174,452 300 － 300 0.22

当第３四半期連結累計期間 169,442 － 169,442 358 － 358 0.28

うち売現先勘定
前第３四半期連結累計期間 － － － － － － －

当第３四半期連結累計期間 － － － － － － －

うち債券貸借取引

受入担保金

前第３四半期連結累計期間 329,957 － 329,957 447 － 447 0.18

当第３四半期連結累計期間 286,387 － 286,387 607 － 607 0.28

うち借用金
前第３四半期連結累計期間 493,633 307,314 186,318 5,929 5,376 552 0.39

当第３四半期連結累計期間 607,954 415,501 192,452 8,391 7,727 664 0.45

うち社債
前第３四半期連結累計期間 － － － － － － －

当第３四半期連結累計期間 5,218 － 5,218 8 － 8 0.21

(注）１．「相殺消去額（△）」は、グループ内取引として相殺消去した金額であります。また、利息についてはそ

の他の連結調整の金額を含んでおります。

２．資金運用勘定は無利息預け金の平均残高を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高及び利息を

控除しております。
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（３）国内・海外別役務取引の状況

 

　当第３四半期連結累計期間は、役務取引等収益は93億54百万円、役務取引等費用は７億32百万円となりまし

た。

 

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 12,079 462 1,365 11,176

当第３四半期連結累計期間 10,967 461 2,075 9,354

うち預金・債券・貸

出業務

前第３四半期連結累計期間 5,166 462 281 5,347

当第３四半期連結累計期間 3,425 461 222 3,665

うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 128 － 1 127

当第３四半期連結累計期間 159 － 0 158

うち証券関連業務
前第３四半期連結累計期間 1,857 － － 1,857

当第３四半期連結累計期間 2,199 － 149 2,049

うち代理業務
前第３四半期連結累計期間 4,161 － 1,003 3,158

当第３四半期連結累計期間 3,979 － 1,629 2,349

うち保護預り・貸金

庫業務

前第３四半期連結累計期間 0 － － 0

当第３四半期連結累計期間 － － － －

うち保証業務
前第３四半期連結累計期間 113 － － 113

当第３四半期連結累計期間 118 － － 118

役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 1,546 466 1,272 741

当第３四半期連結累計期間 2,090 629 1,987 732

うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 76 － － 76

当第３四半期連結累計期間 83 － － 83

　（注）１．「国内」とは、当行（海外店を除く）及び国内（連結）子会社であります。

２．「海外」とは、当行の海外店及び海外（連結）子会社であります。

３．「相殺消去額（△）」は、グループ内取引として相殺消去した金額であります。
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（４）国内・海外別特定取引の状況

 

①　特定取引収益・費用の内訳

 

　当第３四半期連結累計期間は、特定取引収益は77億73百万円、特定取引費用は２億41百万円となりました。

 

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

特定取引収益
前第３四半期連結累計期間 8,327 － － 8,327

当第３四半期連結累計期間 7,773 － － 7,773

うち商品有価証券収

益

前第３四半期連結累計期間 1,111 － － 1,111

当第３四半期連結累計期間 1,932 － － 1,932

うち特定取引有価証

券収益

前第３四半期連結累計期間 309 － － 309

当第３四半期連結累計期間 － － － －

うち特定金融派生商

品収益

前第３四半期連結累計期間 6,907 － － 6,907

当第３四半期連結累計期間 5,841 － － 5,841

うちその他の特定取

引収益

前第３四半期連結累計期間 0 － － 0

当第３四半期連結累計期間 － － － －

特定取引費用
前第３四半期連結累計期間 － － － －

当第３四半期連結累計期間 241 － － 241

うち商品有価証券費

用

前第３四半期連結累計期間 － － － －

当第３四半期連結累計期間 － － － －

うち特定取引有価証

券費用

前第３四半期連結累計期間 － － － －

当第３四半期連結累計期間 241 － － 241

うち特定金融派生商

品費用

前第３四半期連結累計期間 － － － －

当第３四半期連結累計期間 － － － －

うちその他の特定取

引費用

前第３四半期連結累計期間 － － － －

当第３四半期連結累計期間 － － － －

　（注）１．「国内」とは、当行（海外店を除く）及び国内（連結）子会社であります。

２．「海外」とは、当行の海外店及び海外（連結）子会社であります。

３．「相殺消去額（△）」は、グループ内取引として相殺消去した金額であります。
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②　特定取引資産・負債の内訳（末残）

　当第３四半期連結会計期間は、特定取引資産は2,761億円、特定取引負債は1,944億円となりました。

種類 期別
国内 海外 相殺消去額（△） 合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

特定取引資産
前第３四半期連結会計期間 411,017 － － 411,017

当第３四半期連結会計期間 276,077 － － 276,077

うち商品有価証券
前第３四半期連結会計期間 300 － － 300

当第３四半期連結会計期間 － － － －

うち商品有価証券

派生商品

前第３四半期連結会計期間 － － － －

当第３四半期連結会計期間 95 － － 95

うち特定取引有価

証券

前第３四半期連結会計期間 82,808 － － 82,808

当第３四半期連結会計期間 66,310 － － 66,310

うち特定取引有価

証券派生商品

前第３四半期連結会計期間 148 － － 148

当第３四半期連結会計期間 163 － － 163

うち特定金融派生

商品

前第３四半期連結会計期間 327,761 － － 327,761

当第３四半期連結会計期間 209,507 － － 209,507

うちその他の特定

取引資産

前第３四半期連結会計期間 － － － －

当第３四半期連結会計期間 － － － －

特定取引負債
前第３四半期連結会計期間 385,150 － － 385,150

当第３四半期連結会計期間 194,413 － － 194,413

うち売付商品債券
前第３四半期連結会計期間 － － － －

当第３四半期連結会計期間 － － － －

うち商品有価証券

派生商品

前第３四半期連結会計期間 － － － －

当第３四半期連結会計期間 － － － －

うち特定取引売付

債券

前第３四半期連結会計期間 － － － －

当第３四半期連結会計期間 － － － －

うち特定取引有価

証券派生商品

前第３四半期連結会計期間 79 － － 79

当第３四半期連結会計期間 193 － － 193

うち特定金融派生

商品

前第３四半期連結会計期間 385,071 － － 385,071

当第３四半期連結会計期間 194,219 － － 194,219

うちその他の特定

取引負債

前第３四半期連結会計期間 － － － －

当第３四半期連結会計期間 － － － －

（注）１．「国内」とは、当行（海外店を除く）及び国内（連結）子会社であります。

２．「海外」とは、当行の海外店及び海外（連結）子会社であります。

３．「相殺消去額（△）」は、グループ内取引として相殺消去した金額であります。
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（５）国内・海外別預金残高の状況

 

○　預金の種類別残高（末残）

 

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

預金合計
前第３四半期連結会計期間 2,713,151 － 11,312 2,701,839

当第３四半期連結会計期間 2,734,019 － 16,285 2,717,734

うち流動性預金
前第３四半期連結会計期間 400,794 － 5,111 395,682

当第３四半期連結会計期間 385,375 － 9,933 375,441

うち定期性預金
前第３四半期連結会計期間 2,286,688 － － 2,286,688

当第３四半期連結会計期間 2,330,498 － － 2,330,498

うちその他
前第３四半期連結会計期間 25,668 － 6,200 19,467

当第３四半期連結会計期間 18,145 － 6,351 11,793

譲渡性預金
前第３四半期連結会計期間 290,636 － － 290,636

当第３四半期連結会計期間 295,141 － － 295,141

総合計
前第３四半期連結会計期間 3,003,787 － 11,312 2,992,475

当第３四半期連結会計期間 3,029,160 － 16,285 3,012,875

 （注）１．「国内」とは、当行（海外店を除く）及び国内（連結）子会社であります。

２．「海外」とは、当行の海外店及び海外（連結）子会社であります。

３．「相殺消去額（△）」は、グループ内取引として相殺消去した金額であります。

４．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋通知預金

５．定期性預金＝定期預金

 

（６）国内・海外別債券残高の状況

○　債券の種類別残高（末残）

種類 期別
国内 海外 相殺消去額（△） 合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

債券合計
前第３四半期連結会計期間 230,500 － － 230,500

当第３四半期連結会計期間 227,735 － － 227,735

うち

あおぞら債券

前第３四半期連結会計期間 230,500 － － 230,500

当第３四半期連結会計期間 227,735 － － 227,735

（注）１．「国内」とは、当行（海外店を除く）及び国内（連結）子会社であります。

　２．「海外」とは、当行の海外店及び海外（連結）子会社であります。

　３．「相殺消去額（△）」は、グループ内取引として相殺消去した金額であります。
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（７）国内・海外別貸出金残高の状況

 

○　業種別貸出状況（末残・構成比）

 

業種別
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(百万円) 構成比（％） 金額(百万円) 構成比（％）

国内（除く特別国際金融取引勘定分） 2,418,661 100.00 2,163,176 100.00

製造業 271,976 11.25 218,278 10.09

農林水産業 3,053 0.13 2,919 0.13

鉱業・砕石業・砂利採取業 1,786 0.07 1,437 0.07

建設業 25,352 1.05 17,995 0.83

電気・ガス・熱供給・水道業 9,928 0.41 18,822 0.87

情報通信業 42,737 1.77 34,678 1.60

運輸業・郵便業 103,385 4.27 71,701 3.31

卸売業・小売業 124,597 5.15 106,795 4.94

金融業・保険業 396,721 16.40 397,222 18.36

不動産業 618,990 25.59 550,270 25.44

物品賃貸業 121,739 5.03 99,627 4.61

その他サービス業 161,810 6.69 147,027 6.80

地方公共団体 41,287 1.71 24,163 1.12

その他 495,294 20.48 472,235 21.83

海外及び特別国際金融取引勘定分 343,352 100.00 436,862 100.00

政府等 － － － －

金融機関 － － － －

その他 343,352 100.00 436,862 100.00

合計 2,762,014 ―― 2,600,038 ――

　（注）１．「国内」とは、当行（海外店を除く）及び国内（連結）子会社であります。

２．「海外」とは、当行の海外店及び海外（連結）子会社であります。
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（８）国内・海外別有価証券の状況

○　有価証券残高（末残）

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

国債
前第３四半期連結会計期間 368,896 － － 368,896

当第３四半期連結会計期間 125,234 － － 125,234

地方債
前第３四半期連結会計期間 15,867 － － 15,867

当第３四半期連結会計期間 17,569 － － 17,569

短期社債
前第３四半期連結会計期間 － － － －

当第３四半期連結会計期間 － － － －

社債
前第３四半期連結会計期間 41,828 － － 41,828

当第３四半期連結会計期間 34,317 － － 34,317

株式
前第３四半期連結会計期間 50,441 － 12,341 38,100

当第３四半期連結会計期間 55,727 － 12,641 43,086

その他の証券
前第３四半期連結会計期間 832,158 109,825 148,688 793,295

当第３四半期連結会計期間 873,360 109,800 151,786 831,374

合計
前第３四半期連結会計期間 1,309,193 109,825 161,029 1,257,988

当第３四半期連結会計期間 1,106,208 109,800 164,427 1,051,580

（注）１．「国内」とは、当行（海外店を除く）及び国内（連結）子会社であります。

２．「海外」とは、当行の海外店及び海外（連結）子会社であります。

３．「相殺消去額（△）」には、投資と資本の消去及びその他の連結調整の金額を含んでおります。

４．「その他の証券」には、外国債券及び外国株式を含んでおります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,772,000,000

優先株式 238,651,295

計 4,010,651,295

（注）１．当行定款には次のとおり規定しております。

当行の発行可能株式総数は、40億1,065万1,295株であり、37億7,200万株は普通株式として、2,407万

2,000株は甲種優先株式として、２億1,457万9,295株は丙種優先株式として発行可能です。ただし、株式の

消却が行われた場合には、これに相当する株式数を減ずることとなっております。

２．平成27年６月29日付で普通株式（自己株式）の一部４億6,725万3,171株、第四回優先株式（甲種優先株

式）2,407万2,000株及び第五回優先株式（丙種優先株式）２億1,457万9,295株を消却したため、発行可能株

式総数の内訳は、以下のとおりとなっております。

普通株式　　　　33億474万6,829株

甲種優先株式　　　　　　　　０株

丙種優先株式　　　　　　　　０株

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末現在

 発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,182,894,181     同左
　東京証券取引所

　市場第一部
（注）

計 1,182,894,181     同左 － －

（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当行における標準となる株式であり、単元株式数は1,000

株であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 1,182,894 － 100,000 － 87,313
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内

閣府令」（平成23年内閣府令第10号）の規定に従い、記載する事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株）
議決権の数
（個）

内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　　　　　　　 16,500,000 －

・単元株式数1,000株

・権利内容に何ら限定

のない当行における

標準となる株式

完全議決権株式（その他） 　普通株式（注）１　　　1,166,109,000 1,166,109 同上

単元未満株式 　普通株式（注）２　　　　　　285,181 － 同上

発行済株式総数 1,182,894,181 － －

総株主の議決権 － 1,166,109 －

（注）１．上記の「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が１千株含まれて

おります。また、「議決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が１個含まれてお

ります。

２．「単元未満株式」の欄に、当行所有の自己株式が33株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
 自己名義所有

 株式数（株）

 他人名義所有

 株式数（株）

 所有株式数の

 合計（株）

 発行済株式総数に

 対する所有株式数

 の割合（％）

株式会社あおぞら銀行
東京都千代田区

九段南1丁目3番1号
16,500,000 － 16,500,000 1.39

計 － 16,500,000 － 16,500,000 1.39

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」

（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

 

２．当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（自平成27年10月１日　至

平成27年12月31日）及び第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年12月31日）に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツの四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

現金預け金 550,539 574,536

コールローン及び買入手形 20,000 20,060

債券貸借取引支払保証金 58,889 12,669

買入金銭債権 31,170 28,940

特定取引資産 347,104 276,077

金銭の信託 23,635 15,328

有価証券 984,060 1,051,580

貸出金 ※１ 2,775,817 ※１ 2,600,038

外国為替 29,259 25,142

その他資産 71,547 81,003

有形固定資産 22,062 21,803

無形固定資産 7,225 10,709

債券繰延資産 85 117

退職給付に係る資産 5,485 5,748

繰延税金資産 22,699 24,410

支払承諾見返 38,968 32,528

貸倒引当金 △63,731 △64,623

投資損失引当金 △347 △420

資産の部合計 4,924,472 4,715,652

負債の部   

預金 2,698,094 2,717,734

譲渡性預金 286,653 295,141

債券 246,112 227,735

コールマネー及び売渡手形 151,189 194,492

債券貸借取引受入担保金 293,020 305,692

特定取引負債 311,257 194,413

借用金 187,236 205,701

社債 － 25,000

その他負債 131,372 105,226

賞与引当金 3,154 1,717

役員賞与引当金 － 52

退職給付に係る負債 7,811 8,037

役員退職慰労引当金 1 2

オフバランス取引信用リスク引当金 1,736 1,895

偶発損失引当金 442 443

特別法上の引当金 6 7

支払承諾 38,968 32,528

負債の部合計 4,357,057 4,315,823

純資産の部   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 289,676 87,313

利益剰余金 235,035 197,220

自己株式 △99,333 △3,388

株主資本合計 525,377 381,146

その他有価証券評価差額金 34,931 11,015

繰延ヘッジ損益 △145 1,124

為替換算調整勘定 1,209 1,255

退職給付に係る調整累計額 5,191 4,324

その他の包括利益累計額合計 41,187 17,720

新株予約権 81 182

非支配株主持分 767 779

純資産の部合計 567,414 399,828

負債及び純資産の部合計 4,924,472 4,715,652
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

経常収益 101,709 90,836

資金運用収益 48,169 49,830

（うち貸出金利息） 31,908 32,647

（うち有価証券利息配当金） 13,930 15,741

役務取引等収益 11,176 9,354

特定取引収益 8,327 7,773

その他業務収益 19,124 18,300

その他経常収益 ※１ 14,911 ※１ 5,578

経常費用 47,237 47,698

資金調達費用 10,135 11,058

（うち預金利息） 6,940 6,061

（うち債券利息） 417 460

役務取引等費用 741 732

特定取引費用 － 241

その他業務費用 6,156 4,362

営業経費 27,412 29,049

その他経常費用 ※２ 2,791 ※２ 2,254

経常利益 54,472 43,138

特別損失 5,744 3

固定資産処分損 2 3

金融商品取引責任準備金繰入額 0 0

為替換算調整勘定取崩損 ※３ 5,741 －

税金等調整前四半期純利益 48,727 43,134

法人税、住民税及び事業税 2,263 1,297

法人税等調整額 12,178 6,713

法人税等合計 14,442 8,011

四半期純利益 34,285 35,122

非支配株主に帰属する四半期純利益 62 20

親会社株主に帰属する四半期純利益 34,222 35,102
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 34,285 35,122

その他の包括利益 33,775 △23,466

その他有価証券評価差額金 25,155 △23,916

繰延ヘッジ損益 1,183 1,269

為替換算調整勘定 8,225 46

退職給付に係る調整額 △789 △866

四半期包括利益 68,060 11,656

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 67,997 11,636

非支配株主に係る四半期包括利益 62 20
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

 連結の範囲の重要な変更

　AZB Funding 6、AZB Funding 7及びAozora Europe Limitedについては、新規に設立したことから、当第３四半期連

結累計期間より連結の範囲に含めております。

 

(会計方針の変更)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９

月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分

への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度

については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

延滞債権額 26,374百万円 18,788百万円

貸出条件緩和債権額 12,543百万円 4,702百万円

合計額 38,917百万円 23,490百万円

 

   なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．その他経常収益には、次のものを含んでおります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

貸倒引当金戻入益 4,883百万円 －百万円

償却債権取立益 4,875百万円 3,370百万円

株式等売却益 1,039百万円 1,172百万円

買入金銭債権償還益 2,606百万円 －百万円

 

※２．その他経常費用には、次のものを含んでおります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

貸出金償却 260百万円 140百万円

貸倒引当金繰入額 －百万円 1,169百万円

オフバランス取引信用リスク

引当金繰入額
202百万円 157百万円

 

※３．前第３四半期連結累計期間の為替換算調整勘定取崩損は、過年度に減損処理した一部の海外子会社を通じて行っ

ていた海外投資案件の最終処分により、従来連結純資産の為替換算調整勘定に計上していた為替の含み損相当額

を実現し、損失計上したものであります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 1,723百万円 2,468百万円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

 

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月15日

取締役会

普通株式 5,248 4.50 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

第四回優先株式 54 2.25 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

第五回優先株式 359 1.674 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

第五回優先株式 20,490 　（注） 平成26年３月31日 平成26年６月27日 資本剰余金

（注）１株当たり配当額は、配当金の総額20,490百万円を期末第五回優先株式数214,579千株で除した金額となります。

 

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年７月31日

取締役会

普通株式 3,499 3.00 平成26年６月30日 平成26年９月16日 利益剰余金

第四回優先株式 48 2.00 平成26年６月30日 平成26年９月16日 利益剰余金

第五回優先株式 319 1.488 平成26年６月30日 平成26年９月16日 利益剰余金

 

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月14日

取締役会

普通株式 3,499 3.00 平成26年９月30日 平成26年12月15日 利益剰余金

第四回優先株式 48 2.00 平成26年９月30日 平成26年12月15日 利益剰余金

第五回優先株式 319 1.488 平成26年９月30日 平成26年12月15日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年１月30日

取締役会

普通株式 4,665 4.00 平成26年12月31日 平成27年３月16日 利益剰余金

第四回優先株式 48 2.00 平成26年12月31日 平成27年３月16日 利益剰余金

第五回優先株式 319 1.488 平成26年12月31日 平成27年３月16日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

 

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月15日

取締役会

普通株式 5,715 4.90 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

第四回優先株式 48 2.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

第五回優先株式 319 1.488 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

第五回優先株式 20,490 　（注） 平成27年３月31日 平成27年６月22日 資本剰余金

（注）１株当たり配当額は、配当金の総額20,490百万円を期末第五回優先株式数214,579千株で除した金額となります。

 

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年７月31日

取締役会
普通株式 4,665 4.00 平成27年６月30日 平成27年９月15日 利益剰余金

 

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月12日

取締役会
普通株式 4,665 4.00 平成27年９月30日 平成27年12月15日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月29日

取締役会
普通株式 5,831 5.00 平成27年12月31日 平成28年３月15日 利益剰余金
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３．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　当行は、平成27年５月15日及び５月26日開催の取締役会決議に基づき、平成27年６月29日に公的資金の一括返済を

目的とした第四回優先株式及び第五回優先株式の全部取得及び消却を行いました。また、平成27年５月15日の取締役

会決議に基づき、平成27年６月29日に自己株式（普通株式）の一部消却を行いました。以上に伴い、株主資本の各項

目の金額が次の通り変動しております。

     （単位：百万円）

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
株主資本

合　　計

当期首残高 100,000 289,676 235,035 △99,333 525,377

当第３四半期連結会計期間末までの変動額

（累計）
     

 剰余金（その他資本剰余金）の配当（注１）  △20,490   △20,490

 剰余金の配当   △15,413  △15,413

 親会社株主に帰属する四半期純利益（累計）   35,102  35,102

 自己株式の取得（注２）    △143,430 △143,430

 自己株式の消却（注２、３）  △239,375  239,375 -

 利益剰余金から資本剰余金への振替（注４）  57,502 △57,502  -

当第３四半期連結会計期間末までの変動額

（累計）合計
- △202,362 △37,814 95,945 △144,231

当第３四半期連結会計期間末残高 100,000 87,313 197,220 △3,388 381,146

（注）１．公的資金の返済に係る「資本再構成プラン」に基づき、その他資本剰余金を原資とする特別優先配当を行って

おります。

２．公的資金の一括返済を目的として、会社法第459条第１項の規定による定款の定めに基づき、第１四半期連結

会計期間中に預金保険機構及び株式会社整理回収機構から第四回優先株式の全部（24,072千株）及び第五回優先株

式の全部（214,579千株）をそれぞれ取得しました。これにより、自己株式が143,429百万円増加しております。ま

た、会社法第178条の規定に基づき本優先株式を消却したため、資本剰余金が143,429百万円減少し、自己株式が同

額減少しております。

３．会社法第178条の規定に基づき、第１四半期連結会計期間中に保有する普通株式の一部（467,253千株）を消却

したため、資本剰余金が95,945百万円減少し、自己株式が同額減少しております。

４．「自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準」（企業会計基準第１号　平成18年８月11日）に基づ

き、自己株式の消却により生じたその他資本剰余金の負の値をその他利益剰余金から減額しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの連結粗利益（収益）及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 
個人営業

グループ

法人営業

グループ

スペシャライズド

バンキング

グループ

ファイナンシャル

マーケッツ

グループ

報告セグメント

合計

連結粗利益

（収益）
10,373 17,419 26,666 15,089 69,548

経費 5,174 11,133 9,627 2,652 28,588

セグメント利益 5,199 6,285 17,038 12,436 40,960

（注）一般企業の売上高に代えて、連結粗利益を記載しております。連結粗利益は、四半期連結損益計算書における資金

運用収益、役務取引等収益、特定取引収益及びその他業務収益の合計から資金調達費用、役務取引等費用、特定取

引費用及びその他業務費用の合計を差引いたものであります。当行グループでは、収益を連結粗利益により事業セ

グメント別に把握し管理しております。なお、資金取引においては受取利息と支払利息を純額で管理をしているた

め、セグメント間の内部取引については記載を省略しております。

 

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　（単位：百万円）

　利益 金額

報告セグメント合計 40,960

収益・費用計上基準の相違による調整等 278

退職給付費用数理差異調整等 1,114

与信関連費用等 11,907

株式等関係損益 1,039

上記以外の経常収支に関連するもの △827

四半期連結損益計算書の経常利益 54,472

（注）「与信関連費用等」として、貸出金償却、貸倒引当金繰入額、債権売却損益等の合計を記載しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

該当事項はありません。
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　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの連結粗利益（収益）及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 
個人営業

グループ

法人営業

グループ

スペシャライズド

バンキング

グループ

ファイナンシャル

マーケッツ

グループ

報告セグメント

合計

連結粗利益

（収益）
8,563 18,526 25,766 15,874 68,730

経費 5,752 10,951 9,981 2,883 29,569

セグメント利益 2,810 7,575 15,784 12,990 39,161

（注）一般企業の売上高に代えて、連結粗利益を記載しております。連結粗利益は、四半期連結損益計算書における資金

運用収益、役務取引等収益、特定取引収益及びその他業務収益の合計から資金調達費用、役務取引等費用、特定取

引費用及びその他業務費用の合計を差引いたものであります。当行グループでは、収益を連結粗利益により事業セ

グメント別に把握し管理しております。なお、資金取引においては受取利息と支払利息を純額で管理をしているた

め、セグメント間の内部取引については記載を省略しております。

 

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　（単位：百万円）

　利益 金額

報告セグメント合計 39,161

収益・費用計上基準の相違による調整等 △584

退職給付費用数理差異調整等 1,237

与信関連費用等 1,851

株式等関係損益 1,172

上記以外の経常収支に関連するもの 299

四半期連結損益計算書の経常利益 43,138

（注）「与信関連費用等」として、貸出金償却、貸倒引当金繰入額、債権売却損益等の合計を記載しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

前連結会計年度（平成27年３月31日）

（単位：百万円）

 
連結貸借対照表

計上額
時価 差額

（１）現金預け金 550,539 550,528 △11

（２）コールローン及び買入手形 20,000 20,000 －

（３）債券貸借取引支払保証金 58,889 58,889 －

（４）買入金銭債権（＊１） 30,859 37,884 7,025

（５）特定取引資産    

　　　　売買目的有価証券 70,718 70,718 －

（６）金銭の信託 23,635 25,940 2,305

（７）有価証券    

　　　　その他有価証券（＊２） 915,903 915,903 －

（８）貸出金 2,775,817   

　    　貸倒引当金（＊１） △62,554   

 2,713,262 2,785,213 71,951

資産計 4,383,807 4,465,078 81,270

（１）預金 2,698,094 2,702,178 4,084

（２）譲渡性預金 286,653 286,653 －

（３）債券 246,112 246,064 △48

（４）コールマネー及び売渡手形 151,189 151,189 －

（５）債券貸借取引受入担保金 293,020 293,020 －

（６）借用金 187,236 187,033 △203

（８）その他負債

　　　　借入特定取引有価証券
51,845 51,845 －

負債計 3,914,151 3,917,984 3,832

デリバティブ取引（＊３）    

ヘッジ会計が適用されていないもの 15,185 15,185 －

ヘッジ会計が適用されているもの (49,972) (49,972) －

デリバティブ取引計 (34,787) (34,787) －

（＊１）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。なお、買入金銭債権に対する貸

倒引当金については、重要性が乏しいため、連結貸借対照表計上額から直接減額して表示しております。

（＊２）その他有価証券の連結貸借対照表計上額、時価及び差額には、時価を把握することが可能な金銭債権を組合

財産とする組合出資金を含めておりません。当該組合出資金の連結貸借対照表計上額は12,271百万円、ま

た、組合財産である金銭債権等について、見積将来キャッシュ・フローの現在価値又は担保及び保証による

回収見込み額等により算定した組合財産の時価のうち、当行に帰属する持分の金額により算定した当該組合

出資金の時価は15,568百万円、連結貸借対照表計上額との差額は3,297百万円であります。

（＊３）特定取引資産・負債及びその他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。

デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目に

ついては、（　）で表示しております。
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当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

 （単位：百万円）

 
四半期連結

貸借対照表計上額
時価 差額

（１）現金預け金 574,536 574,532 △3

（２）コールローン及び買入手形 20,060 20,060 －

（３）債券貸借取引支払保証金 12,669 12,669 －

（４）買入金銭債権（＊１） 28,663 36,157 7,494

（５）特定取引資産    

　　　　売買目的有価証券 66,310 66,310 －

（６）金銭の信託 15,328 17,499 2,171

（７）有価証券    

　　　　その他有価証券（＊２） 978,875 978,875 －

（８）貸出金 2,600,038   

　    　貸倒引当金（＊１） △63,539   

 2,536,499 2,608,813 72,314

資産計 4,232,943 4,314,919 81,976

（１）預金 2,717,734 2,722,115 4,381

（２）譲渡性預金 295,141 295,141 －

（３）債券 227,735 227,761 25

（４）コールマネー及び売渡手形 194,492 194,492 －

（５）債券貸借取引受入担保金 305,692 305,692 －

（６）借用金 205,701 205,869 167

（７）社債 25,000 24,998 △2

（８）その他負債

 　　 　借入特定取引有価証券

 

12,643

 

12,643

 

－

負債計 3,984,141 3,988,714 4,572

デリバティブ取引（＊３）    

ヘッジ会計が適用されていないもの 25,752 25,752 －

ヘッジ会計が適用されているもの (2,573) (2,573) －

デリバティブ取引計 23,178 23,178 －

（＊１）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。なお、買入金銭債権に対する貸

倒引当金については、重要性が乏しいため、四半期連結貸借対照表計上額から直接減額して表示しておりま

す。

（＊２）その他有価証券の四半期連結貸借対照表計上額、時価及び差額には、時価を把握することが可能な金銭債権

を組合財産とする組合出資金を含めておりません。当該組合出資金の四半期連結貸借対照表計上額は12,653

百万円、また、組合財産である金銭債権等について、見積将来キャッシュ・フローの現在価値又は担保及び

保証による回収見込み額等により算定した組合財産の時価のうち、当行に帰属する持分の金額により算定し

た当該組合出資金の時価は16,039百万円、四半期連結貸借対照表計上額との差額は3,386百万円であります。

（＊３）特定取引資産・負債及びその他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。

デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目に

ついては、（　）で表示しております。
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（注１）金融商品の時価の算定方法

資産

（１）現金預け金、（２）コールローン及び買入手形、（３）債券貸借取引支払保証金

これらは、要求払、短期通知で解約可能若しくは約定期間が短期間であり、時価は帳簿価額と近似しているこ

とから、当該帳簿価額を時価としております。また、一部の預け金については、取引金融機関等から提示された

価格により算定しております。

（４）買入金銭債権

買入金銭債権のうち、企業会計上の有価証券に該当する信託受益権等の評価については、後述の「（７）有価

証券」と同様の方法により行っております。

　その他の買入金銭債権については、「（８）貸出金」と同様の方法により時価を算定しております。

（５）特定取引資産

特定取引目的で保有している債券等の有価証券については、取引所の価格、業界団体が公表又は情報ベンダー

が提示する市場価格によっております。

（６）金銭の信託

信託財産を構成している有価証券の評価は、後述の「（７）有価証券」と同様の方法により行っております。

信託財産を構成している金銭債権の評価は、後述の「（８）貸出金」と同様の方法により行っております。

（７）有価証券

株式は取引所の価格によっております。債券のうち、業界団体が公表又は情報ベンダーが提示する市場価格が

あるものの評価は、原則として当該価格を時価としております。債券のうち、業界団体が公表又は情報ベンダー

が提示する市場価格がないものの評価は、後述の「（８）貸出金」と同様の方法又は取引金融機関等から提示さ

れた価格により算定しております。投資信託等は、投資信託管理会社等から提示された価格によっております。

組合出資金は、組合財産の種類に応じ上記方法又は後述の「（８）貸出金」の方法に準じ時価を算定しておりま

す。

なお、満期保有目的の債券及びその他有価証券に関する注記事項については「（有価証券関係）」に記載して

おります。

（８）貸出金

約定元利金に、内部格付等に基づくデフォルトリスク及び裏付資産や保全の状況を加味したデフォルト時の予

想損失率等に基づき信用リスク等を反映させた将来キャッシュ・フローを、市場利子率にて割り引いた現在価値

の合計額から経過利息を控除したものを時価としております。また、一部の貸出金については、取引金融機関等

から提示された価格により算定しております。なお、複合金融商品のうち区分経理を行っている貸出金の約定元

利金は、区分経理後のものとしております。

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、担保及び保証による回収見込額又は見

積将来キャッシュ・フローの現在価値等を時価としております。

貸出金のうち、当該貸出を担保資産の範囲内に限るなどの特性により返済期限を設けていないもの、及び回収

可能性に懸念がなく金額的に重要性が乏しいものについては、帳簿価額を時価としております。
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負債

（１）預金

要求払預金については、四半期連結決算日（連結決算日）に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみ

なしております。また、定期預金の時価は、約定元利金を市場利子率に当行の四半期連結決算日（連結決算日）

前の一定の期間における平均調達スプレッドを加味した利率により割り引いた現在価値の合計額から経過利息を

控除したものを時価としております。なお、複合金融商品のうち区分経理を行っている定期預金の約定元利金

は、区分経理後のものとしております。

（２）譲渡性預金

約定期間が短期間であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

（３）債券

業界団体が公表又は情報ベンダーが提示する市場価格があるものの評価は、当該価格を時価としております。

業界団体が公表又は情報ベンダーが提示する市場価格がないものの評価は、約定期間が短期間のものについて

は、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としており、それ以外については「（１）預

金」の定期預金と同様の方法により算定しております。

（４）コールマネー及び売渡手形、（５）債券貸借取引受入担保金

約定期間が短期間であり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

（６）借用金

「（１）預金」の定期預金と同様の方法により算定しております。なお、複合金融商品のうち区分経理を行っ

ている借用金の約定元利金は、区分経理後のものとしております。

（７）社債

業界団体が公表又は情報ベンダーが提示する市場価格を時価としております。

（８）その他負債

借入特定取引有価証券は、業界団体が公表又は情報ベンダーが提示する市場価格を時価としております。

 

デリバティブ取引

デリバティブ取引については、「（デリバティブ取引関係）」に記載しております。
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（有価証券関係）

※四半期連結貸借対照表（連結貸借対照表）の「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の信託受益権の一部を含めて

記載しております。

 

１．満期保有目的の債券

 　　該当事項はありません。

 

２．その他有価証券

前連結会計年度（平成27年３月31日）

 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）
差額（百万円）

株式 14,592 40,862 26,269

債券 250,711 251,808 1,097

国債 193,080 193,993 913

地方債 18,379 18,515 136

社債 39,251 39,298 46

その他 600,186 623,911 23,724

外国債券 366,858 370,442 3,584

その他 233,328 253,468 20,140

合計 865,490 916,581 51,091
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当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表計上額

（百万円）
差額（百万円）

株式 14,131 39,141 25,009

債券 176,780 177,120 339

国債 125,280 125,234 △46

地方債 17,391 17,569 177

社債 34,109 34,317 208

その他 769,803 763,140 △6,663

　外国債券 396,234 389,688 △6,545

　その他 373,568 373,451 △117

合計 960,716 979,402 18,686

（注）　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）について、有価証券の発行

会社の区分毎に時価が著しく下落したと判断する基準を設け、当該有価証券の期末時価が著しく下落したと判断さ

れた場合、回復の見込みがあると認められる場合を除き、減損処理を行っております。

前連結会計年度における減損処理額は、外国債券０百万円であります。

当第３四半期連結累計期間における減損処理額は、外国債券６百万円であります。

なお、時価が著しく下落したと判断する基準は、原則として、当該有価証券の期末時価が、取得原価または償却

原価のおおむね50%を下回っている場合をいい、有価証券の発行会社の区分が以下のものについては、償却引当基

準等において、次のとおり定めております。

　　　破綻先、実質破綻先、破綻懸念先　　　時価が取得原価に比べて下落

　　　要注意先　　　　　　　　　　　　　　時価が取得原価に比べて30％程度以上下落

　　　正常先　　　　　　　　　　　　　　　時価が取得原価に比べて50％程度以上下落

但し、債券のうち発行会社の区分が正常先であるものについては、時価が取得原価に比べて30％程度以上下落し

た場合は、著しく下落したものと判断しております。

また、上記の基準に該当しない場合であっても、時価が一定水準以下で推移しているような銘柄については、原

則として著しく下落したものと判断しております。

なお、破綻先とは破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している発行会社、実質破綻先とは破綻先と同

等の状況にある発行会社、破綻懸念先とは現在は経営破綻の状況にないが今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認

められる発行会社、要注意先とは今後の管理に注意を要する発行会社であります。また、正常先とは、破綻先、実

質破綻先、破綻懸念先及び要注意先以外の発行会社であります。
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（デリバティブ取引関係）

(1)金利関連取引

前連結会計年度（平成27年３月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

金融商品

取引所

金利先物
売建 － － － －

買建 － － － －

金利

オプション

売建 － － － －

買建 － － － －

店頭

金利先渡

契約

売建 － － － －

買建 － － － －

金利

スワップ

受取固定・

支払変動
12,340,177 10,325,022 251,786 251,786

受取変動・

支払固定
11,796,592 10,253,862 △229,522 △229,522

受取変動・

支払変動
611,902 513,281 934 934

 
受取固定・

支払固定
－ － － －

金利

オプション

売建 － － － －

買建 － － － －

その他
売建 1,204,396 986,931 △8,033 △8,033

買建 396,337 340,220 655 655

連結会社

間取引

又は

内部取引

金利

スワップ

受取固定・

支払変動
－ － － －

受取変動・

支払固定
116,000 79,000 △371 △371

 合計 － － 15,448 15,448

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

　　　　　なお、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協

会業種別監査委員会報告第24号　平成14年２月13日）等に基づきヘッジ会計を適用しているデリバティブ取

引は、上記記載から除いております。

２．時価の算定

　取引所取引については、東京金融取引所等における最終の価格によっております。店頭取引等について

は、割引現在価値やオプション価格計算モデル等により算定しております。

３．上記取引のうち「その他」は、スワップション等であります。
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当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

金融商品

取引所

金利先物
売建 19,422 19,422 31 31

買建 17,886 － △24 △24

金利

オプション

売建 － － － －

買建 － － － －

店頭

金利先渡

契約

売建 － － － －

買建 － － － －

金利

スワップ

受取固定・

支払変動
10,500,833 7,877,333 183,110 183,110

受取変動・

支払固定
9,842,017 7,870,859 △154,266 △154,266

受取変動・

支払変動
622,723 538,223 665 665

 
受取固定・

支払固定
－ － － －

金利

オプション

売建 － － － －

買建 － － － －

その他
売建 1,275,087 1,081,887 △9,821 △9,821

買建 599,315 435,526 △241 △241

連結会社

間取引

又は

内部取引

金利

スワップ

受取固定・

支払変動
－ － － －

受取変動・

支払固定
85,000 12,000 △200 △200

 合計 － － 19,253 19,253

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

　なお、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協

会業種別監査委員会報告第24号　平成14年２月13日）等に基づきヘッジ会計を適用しているデリバティブ取

引は、上記記載から除いております。

２．時価の算定

　取引所取引については、東京金融取引所等における最終の価格によっております。店頭取引等について

は、割引現在価値やオプション価格計算モデル等により算定しております。

３．上記取引のうち「その他」は、スワップション等であります。
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(2)通貨関連取引

前連結会計年度（平成27年３月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

店頭

通貨スワップ 600,825 58,219 △350 △350

為替予約
売建 608,955 6,909 △3,155 △3,155

買建 134,745 16,247 7,919 7,919

通貨

オプション

売建 153,400 54,941 △8,376 △2,985

買建 119,295 43,130 3,287 △0

その他
売建 － － － －

買建 － － － －

連結会社

間取引

又は

内部取引

通貨スワップ 538,376 42,557 159 159

 合計 － － △515 1,587

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

　　　　　なお、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士

協会業種別監査委員会報告第25号　平成14年７月29日）等に基づきヘッジ会計を適用している通貨スワップ

取引等は、上記記載から除いております。

２．時価の算定

　割引現在価値やオプション価格計算モデル等により算定しております。

３．通貨スワップの元本交換に係る為替差額（104百万円）については、上記時価及び評価損益から除いてお

ります。
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当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

店頭

通貨スワップ 673,850 34,552 △497 △497

為替予約
売建 720,485 9,513 6,373 6,373

買建 132,662 16,893 4,166 4,166

通貨

オプション

売建 201,230 92,805 △8,155 △87

買建 223,628 95,671 3,803 △1,410

その他
売建 － － － －

買建 － － － －

連結会社

間取引

又は

内部取引

通貨スワップ 659,201 24,085 452 452

 合計 － － 6,143 8,995

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

　なお、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士

協会業種別監査委員会報告第25号　平成14年７月29日）等に基づきヘッジ会計を適用している通貨スワップ

取引等は、上記記載から除いております。

２．時価の算定

　割引現在価値やオプション価格計算モデル等により算定しております。

３．通貨スワップの元本交換に係る為替差額（89百万円）については、上記時価及び評価損益から除いており

ます。
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(3)株式関連取引

前連結会計年度（平成27年３月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

金融商品

取引所

株式指数

先物

売建 689 － 2 2

買建 2,802 － △22 △22

株式指数

オプション

売建 17,777 － △38 19

買建 11,817 － 83 △46

店頭

有価証券店

頭オプショ

ン

売建 － － － －

買建 － － － －

有価証券店

頭指数等ス

ワップ

株価指数変化率

受取・短期変動

金利支払

－ － － －

短期変動金利受

取・株価指数変

化率支払

－ － － －

その他
売建 － － － －

買建 － － － －

 合計 － － 25 △46

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

　　　　　なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

     ２．時価の算定

　 　    取引所取引については、大阪取引所等における最終の価格によっております。店頭取引については、割引

現在価値やオプション価格計算モデル等により算出しております。
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当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

金融商品

取引所

株式指数

先物

売建 1,808 － 5 5

買建 5,228 － △36 △36

株式指数

オプション

売建 41,160 － △61 96

買建 57,571 － 95 △94

店頭

有価証券店

頭オプショ

ン

売建 － － － －

買建 － － － －

有価証券店

頭指数等ス

ワップ

株価指数変化率

受取・短期変動

金利支払

2,224 － 95 95

短期変動金利受

取・株価指数変

化率支払

－ － － －

その他
売建 － － － －

買建 － － － －

 合計 － － 97 65

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

　　　　　なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

     ２．時価の算定

　     　取引所取引については、大阪取引所等における最終の価格によっております。店頭取引については、割引

現在価値やオプション価格計算モデル等により算出しております。
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(4)債券関連取引

前連結会計年度（平成27年３月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

金融商品

取引所

債券先物
売建 12,165 － 17 17

買建 5,250 － △14 △14

債券先物

オプション

売建 19,000 － △34 4

買建 1,000 － 6 3

店頭

債券店頭

オプション

売建 － － － －

買建 － － － －

その他
売建 － － － －

買建 － － － －

 合計 － － △25 10

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

　　　　　なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　　　２．時価の算定

　 　　 　取引所取引については、大阪取引所等における最終の価格によっております。店頭取引については、オプ

ション価格計算モデル等により算定しております。

 

当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

金融商品

取引所

債券先物
売建 36,464 － △10 △10

買建 7,503 － △2 △2

債券先物

オプション

売建 16,200 － △25 △4

買建 9,817 － 7 △1

店頭

債券店頭

オプション

売建 － － － －

買建 － － － －

その他
売建 － － － －

買建 － － － －

 合計 － － △31 △19

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

　　　　　なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　　　２．時価の算定

　　　　　取引所取引については、大阪取引所等における最終の価格によっております。店頭取引については、オプ

ション価格計算モデル等により算定しております。
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(5)商品関連取引

前連結会計年度（平成27年３月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

店頭

商品

スワップ

固定価格受取・

変動価格支払
32,800 13,823 9,127 9,127

変動価格受取・

固定価格支払
32,675 13,769 △9,020 △9,020

変動価格受取・

変動価格支払
426 － 0 0

商品

オプション

売建 20,001 724 △378 △378

買建 20,001 724 378 378

 合計 － － 106 106

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

　　　　　なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　　　２．時価の算定

　　　　　取引対象物の価格、契約期間、その他当該取引に係る契約を構成する要素に基づき算出しております。

　　　３．商品は石油及び非鉄金属等に係るものであります。

 

当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

店頭

商品

スワップ

固定価格受取・

変動価格支払
25,476 8,102 9,502 9,502

変動価格受取・

固定価格支払
25,177 7,984 △9,223 △9,223

変動価格受取・

変動価格支払
－ － － －

商品

オプション

売建 4,555 504 △33 △33

買建 4,555 504 33 33

 合計 － － 278 278

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

　　　　　なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

     ２．時価の算定

     　　取引対象物の価格、契約期間、その他当該取引に係る契約を構成する要素に基づき算出しております。

　　　３．商品は石油及び非鉄金属等に係るものであります。
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(6)クレジット・デリバティブ取引

前連結会計年度（平成27年３月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

店頭

クレジット・

デフォルト・

スワップ

売建 112,286 109,786 1,949 1,949

買建 111,316 109,316 △1,908 △1,908

その他
売建 － － － －

買建 － － － －

連結会社

間取引

又は

内部取引

クレジット・

デフォルト・

スワップ

売建 － － － －

買建 － － － －

 合計 － － 41 41

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

　　　　　なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　　　２．時価の算定

 　　　　 割引現在価値等により算定しております。

     ３．「売建」は信用リスクの引受取引、「買建」は信用リスクの引渡取引であります。

 

当第３四半期連結会計期間（平成27年12月31日）

区分 種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超のもの
（百万円）

時価（百万円）
評価損益
（百万円）

店頭

クレジット・

デフォルト・

スワップ

売建 128,579 106,579 1,172 1,172

買建 129,859 107,859 △1,251 △1,251

その他
売建 － － － －

買建 － － － －

連結会社

間取引

又は

内部取引

クレジット・

デフォルト・

スワップ

売建 － － － －

買建 － － － －

 合計 － － △78 △78

（注）１．上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

     　　なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　　　２．時価の算定

 　　　　 割引現在価値等により算定しております。

　　　３．「売建」は信用リスクの引受取引、「買建」は信用リスクの引渡取引であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 円 28.39 30.09

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 百万円 34,222 35,102

普通株主に帰属しない金額 百万円 1,102 －

　うち優先配当額（特別優先配当金を除く） 百万円 1,102 －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益
百万円 33,120 35,102

普通株式の期中平均株式数 千株 1,166,394 1,166,394

   

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 円 21.75 27.03

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額 百万円 1,102 －

　うち優先配当額（特別優先配当金を除く） 百万円 1,102 －

普通株式増加数 千株 406,606 131,952

　うち優先株式 千株 406,465 131,547

　うち新株予約権 千株 140 405

 

（重要な後発事象）

 

該当事項はありません。
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２【その他】

（剰余金の配当）

 

１．平成27年11月12日開催の取締役会において、次の通り剰余金の配当（中間期末）を行うことを決議しました。

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

配当の原資

平成27年11月12日

取締役会
普通株式 4,665 4.00 利益剰余金

 

２．平成28年１月29日開催の取締役会において、次の通り剰余金の配当（第３四半期末）を行うことを決議しました。

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

配当の原資

平成28年１月29日

取締役会
普通株式 5,831 5.00 利益剰余金
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社あおぞら銀行(E03531)

四半期報告書

55/56



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２８年２月５日

株式会社　あおぞら銀行

取　締　役　会　御中

 

有限責任監査法人　　トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 佐　藤　嘉　雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 弥　永　めぐみ　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 平　木　達　也　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あお

ぞら銀行の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２７年

１０月１日から平成２７年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年１２月

３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利

益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あおぞら銀行及び連結子会社の平成２７年１２月３１日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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